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Ｑ　理事に就任され７ヶ月が経ちましたが今のお気持ちをお聞かせください？
Ａ　まだ、不安な気持ちの方が強くて「自分が理事で良いのか？」と悩むときもありますが、地区

や組合員から選任されている以上、一生懸命に務めていきたいと思っています。

Ｑ　木村常務のインタビューで役職員の意識改革やマンネリ化について ｢組合員や住民目線に立っ
た自己点検を実施 ･･･｣ とお話しがありましたが、何か気づいた事があれば教えてください。

Ａ　農協を存続させていくために、コスト低減・不採算部門の合理化・合併なども必要だと感じま
すが、小規模農家から大規模農家まで分け隔てなく、農家を守り存続させる事も農協存続の力
になると思います。

Ｑ　あなたが思うＪＡのあるべき姿をお聞かせください？
Ａ　役職員が組合員を、組合員が役職員の声に寄り添い行動し思いやる事が大切だと思います。

Ｑ　あなたが今、農業でチャレンジしている事を教えてください？
Ａ　農作物の品質向上ですネ！
　　もちろん収量もＵＰ出来れば良いのですが、より良い物作りに力を入れています。

Ｑ　若い農業者や農業後継者に期待する事を教えてください？
Ａ　地域交流を大事にして情報交換をし、農業経営に必要な情報を集め行動し、立派な農業者になっ

てほしいです。

Ｑ　あなたのプライベートで、今一番楽しみにしている事を一つ教えて下さい。
Ａ　今一番楽しみな事は、趣味の一つのスキーですネ！
　　スキーチームの仲間が大会で活躍しているので、仲間がもっと上位に上がれるように応援した

いと思っています。

　「○○の挑戦〜」として農業者・役職員などを紹介、次回は、松岡理事を予定しています。

( 主な経営内容）
水稲作付面積　１２．３ｈａ
大豆　　　　　　０．７ｈａ
野菜なんでも！　　　　　



プロフィール

購読のお勧め 

読んで役に立つ！おもしろい！紙面を紹介します。 

●購読のお申し込みについて 
１ヶ月 2,520円（税込み） 

※お近くの新聞販売店からお届けします。 

お申込み先：地域振興係（本所：℡6-5315・支所℡2-1113） 
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特　集
～農協の挑戦～

理　事

昔　農　昌　人

S50	 昔農家の三男として生まれる
H7	 北海道立農業大学校
	 稲作経営専攻科卒業
H8	 愛別町農業協同組合きのこ課
	 臨時職員
H9	 愛別土地改良事業所へ出向
	 （～H16）
	 ( 金富地区の整備事業に携わる )
H16	 就農

趣味	 ドライブ・スキー

昭和 50年 1月 24日（満 43歳）



北海道550万人と共に創る･･･

第29回　ＪＡ北海道大会!!
11/13

JAグループ

　

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
、
第

29
回
を
向
か
え
『
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
「
強

い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」』
を
テ
ー
マ
に
、

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
当
組
合

か
ら
は
全
役
員
並
び
に
両
地
区
の
女
性
部
長
の
17
名
で
参

加
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
道
の
Ｊ
Ａ
（
役
員
・
女
性
部
員
・
青
年
部

員
）
や
連
合
会
か
ら
約 

２
，４
０
０
名
が
参
加
し
、大
ホ
ー

ル
が
農
業
関
係
者
で
一
杯
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
会
は
『
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
』
に
出
演
す

る
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
『
森
結
有
花
』
さ

ん
が
、
大
会
終
了
ま
で
務
め
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
前
に
は
、
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
の

放
送
５
０
０
回
記
念
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ

れ
、
映
像
に
よ
る
番
組
の
歴
史
を
紹
介
し
、
後
半
に
は
番

組
開
始
か
ら
ホ
ス
ト
を
務
め
る
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
・
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ

の
リ
ー
ダ
ー
『
森
崎
博
之
』
さ
ん
が
登
場
。

　

番
組
の
中
で
様
々
な
農
業
に
触
れ
た
こ
と
を
も
と
に
、

農
業
に
対
す
る
熱
き
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

北
海
学
園
大
教
授

の
宮
入
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
進
行
の

も
と
、
中
央
会
の
小

野
寺
副
会
長
を
始

め
、
農
林
中
央
総
合

研
究
所
の
行
友
顧

問
・
日
本
協
同
組
合

連
携
機
構
の
青
竹

常
務
理
事
に
よ
る

討
論
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で

は
、
北
海
道

胆
振
東
部
地

震
で
被
災
さ

れ
た
方
に
対

し
黙
祷
を
捧

げ
、
飛
田
会

長
が
大
会
実

行
委
員
長
と

し
て
挨
拶
、

来
賓
で
は
、

北
海
道
の
高

橋
知
事
の

他
、
２
名
の

来
賓
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
植
崎
組
合
長
が
選
任
さ

れ
、
ホ
ク
レ
ン
内
田
会
長
に
よ
る
議
案
説
明
に
続
き
、

Ｊ
Ａ
代
表
並
び
に
青
年
部
・
女
性
部
よ
り
意
見
表
明

が
な
さ
れ
た
後
に
、
大
会
決
議
・
特
別
決
議
が
採
択

さ
れ
、
無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
女
性
部
長
は
大
会
当
日
・
役
員
は
視
察
研
修
も

併
せ
て
の
実
施
で
あ
り
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

平
成
33
年
に
「
第
30
回
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
会
議
案
の
実
現
に
向
け

対
応
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
大
会
議
案
は
、

次
の
２
議
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
１
号
…
協
同
の
力
で
「
農
業
所
得
の
増
大
」

と
「
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」

を
実
現

議
案
第
２
号
…
次
代
に
つ
な
げ
る
協
同
組
合
の
価
値

と
実
践
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仲間づくりと学習を通じた次世代リーダーの育成…

第54回ＪＡ北海道女性大会に参加!!
　

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
・
ガ
ト
ー

キ
ン
グ
ダ
ム
札
幌
に
お
い

て
、
２
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
大

会
・
北
海
道
家
の
光
大
会
に
、

愛
別
支
部
か
ら
は
藤
村
部

長
、
柴
田
部
員
、
上
川
支
部

か
ら
は
辰
巳
部
長
、
石
山
副

部
長
、
阪
本
監
事
の
５
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

辰
巳
部
長
は
北
海
道
女
性

協
議
会
の
副
会
長
も
務
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
１
日
目
の

総
合
司
会
を
担
当
い
た
し
ま

し
た
。

11/8〜9
女性部

　

美
瑛
町
で
Ｊ
Ａ
上
川
地
区

女
性
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
当
女
性
部
よ

り
愛
別
支
部
か
ら
25
名
、
上

川
支
部
か
ら
23
名
の
部
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
Ｊ
Ａ
び
え
い
女

性
部
が
当
番
で
、
野
菜
ソ
ム

リ
エ
プ
ロ
・
ベ
ジ
フ
ル
フ
ラ

ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
の
木
田
靖
代
さ

ん
を
講
師
に
、
午
前
中
の
講

演
で
は
「
野
菜
・
果
物
の
新

し
い
楽
し
み
方
～
ベ
ジ
フ
ル

フ
ラ
ワ
ー
～
」
と
題
し
て
、

野
菜
や
果
物
で
ブ
ー
ケ
や
オ

ブ
ジ
ェ
作
り
を
楽
し
み
、
さ

ら
に
制
作
し
た
野
菜
で
調
理

楽しい＋食べる　をつなげた新しい野菜の楽しみ方…

ＪＡ女性部Ｂブロック研修会に参加
11/6
女性部

　

１
日
目
の
家
の
光
大
会
で
は

「
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
」

が
行
な
わ
れ
、
ど
の
女
性
部
も
部

員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
家

の
光
誌
な
ど
を
活
用
し
た
仲
間
集

め
や
、
日
頃
よ
り
楽
し
く
活
動
を

さ
れ
て
い
る
内
容
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
女
性
大
会
が
行
な
わ

れ
、「
仲
間
づ
く
り
と
学
習
を
通

じ
た
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
意
見
交
換

が
行
な
わ
れ
、
女
性
部
活
動
で
普

段
か
ら
抱
え
て
い
る
悩
み
や
疑
問

点
な
ど
様
々
な
意
見
を
聞
け
て
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
女

性
部
員
と
し
て
の
申
し
合
わ
せ
を

行
い
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

を
す
る
「
楽
し
い
＋
食

べ
る
を
つ
な
げ
た
新

し
い
野
菜
の
楽
し
み

方
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
実
際

に
普
段
食
べ
て
い
る

長
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜

を
使
っ
た
ブ
ー
ケ
を

自
分
で
作
成
し
、
ベ
ジ

フ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
魅

力
を
体
験
し
ま
し
た
。
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収穫に感謝・来年の出来秋を期待して…

収穫感謝祭（JA青年部・フレッシュミズ）
　

Ｊ
Ａ
青
年
部
と
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
が
合
同
で
収
穫
感

謝
祭
を
上
川
町
の
「
食
事
処

あ
か
し
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
収
穫
に
感
謝
す

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
各
部
員

と
一
緒
に
お
子
さ
ん
達
も
参

加
、
又
各
関
係
機
関
か
ら
も

沢
山
の
方
々
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
夏
場
の
異
常
気

象
や
大
地
震
、
他
に
も
地
震

で
発
生
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
に
よ
る
全
道
規
模
の
長
時

間
停
電
な
ど
、
天
災
被
害
が

多
い
年
の
収
穫
感
謝
祭
と
な

り
ま
し
た
が
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
、
来
年
の

出
来
秋
を
期
待
し
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

10/30
合　同

【
チ
ョ
ッ
ト
一
言
】

　

日
本
の
祝
日
の
一
つ
「
勤
労
を

尊
び
、
生
産
を
祝
い
、
国
民
が
た

が
い
に
感
謝
し
あ
う
日
」
が
『
勤

労
感
謝
の
日
』
で
す
。

　

も
と
も
と
日
本
は
農
業
中
心
の

国
で
、同
じ
季
節
頃
の
祭
日
に「
新

嘗
祭
」（
に
い
な
め
さ
い
）が
あ
り
、

天
皇
が
神
様
に
豊
作
を
伝
え
、
自

ら
も
収
穫
物
を
食
し
て
そ
の
年
の

収
穫
に
感
謝
を
す
る
日
本
の
歴
史

あ
る
祭
日
の
一
つ
で
し
た
。

　

日
本
敗
戦
後
、
国
家
神
道
の
色

が
強
い
「
新
嘗
祭
」
と
い
う
名
前

の
祭
日
を
排
除
し
、
違
う
名
前
の

祝
日
に
す
る
よ
う
提
案
が
あ
り
、

米
国
の
祝
日「
労
働
者
の
日
」・「
感

謝
祭
」
を
合
わ
せ
、
日
本
語
訳
し

た
も
の
が
『
勤
労
感
謝
の
日
』
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

９
月
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
、
小
学
生
が
社
会

の
仕
組
み
を
学
ぶ
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ
さ

っ
ぽ
ろ
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で

は
金
融
機
関
と
い
う
役
割
で
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
お
金
の
数
え
方
の
練
習
や

お
仕
事
体
験
し
た
子
へ
お
給
料
を
支
払
う
仕
事

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
中
に
は
「
お
金
持
ち
に
な

っ
た
み
た
い
」
と
お
札
の
束

を
広
げ
る
子
も･

･
･

。

未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
へ
、
来
年
以
降
も
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ

ク

レ

ン

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂
に
集
め
た
毎
年
恒

例
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
８
第
47
回
ホ
ク

レ
ン
大
収
穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議

会
の
「
私
の
心
を
込
め
た
農
畜
産
物
お
む
す

び
！
」
と
Ｊ
Ａ
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会

の
「
農
業
ク
イ
ズ
」
な
ど
の
生
産
者
参
加
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
大
収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
、

連
日
、
ど
の
売
り
場
も
秋
の
味
覚
を
求
め
る

人
々
で
大
盛
況
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

１０
月
２７
日(

土)

に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
札
幌
に
て
、
第
４５
回
目
と
な
る
「
平
成
３０

年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
全
道
よ
り
４
，
３
４
２
点
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
中
か
ら
金
賞
９
作
品
が
選
出
さ
れ
、
受
賞
さ

れ
た
み
な
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
・

道
庁
ホ
ー
ル
で
の
展
示
等
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

９
月
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
、
小
学
生
が
社
会

の
仕
組
み
を
学
ぶ
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ
さ

っ
ぽ
ろ
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で

は
金
融
機
関
と
い
う
役
割
で
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
お
金
の
数
え
方
の
練
習
や

お
仕
事
体
験
し
た
子
へ
お
給
料
を
支
払
う
仕
事

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
中
に
は
「
お
金
持
ち
に
な

っ
た
み
た
い
」
と
お
札
の
束

を
広
げ
る
子
も･

･
･

。

未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
へ
、
来
年
以
降
も
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ

ク

レ

ン

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂
に
集
め
た
毎
年
恒

例
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
８
第
47
回
ホ
ク

レ
ン
大
収
穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議

会
の
「
私
の
心
を
込
め
た
農
畜
産
物
お
む
す

び
！
」
と
Ｊ
Ａ
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会

の
「
農
業
ク
イ
ズ
」
な
ど
の
生
産
者
参
加
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
大
収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
、

連
日
、
ど
の
売
り
場
も
秋
の
味
覚
を
求
め
る

人
々
で
大
盛
況
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

１０
月
２７
日(

土)

に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
札
幌
に
て
、
第
４５
回
目
と
な
る
「
平
成
３０

年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
全
道
よ
り
４
，
３
４
２
点
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
中
か
ら
金
賞
９
作
品
が
選
出
さ
れ
、
受
賞
さ

れ
た
み
な
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
・

道
庁
ホ
ー
ル
で
の
展
示
等
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

９
月
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
、
小
学
生
が
社
会

の
仕
組
み
を
学
ぶ
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ
さ

っ
ぽ
ろ
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で

は
金
融
機
関
と
い
う
役
割
で
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
お
金
の
数
え
方
の
練
習
や

お
仕
事
体
験
し
た
子
へ
お
給
料
を
支
払
う
仕
事

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
中
に
は
「
お
金
持
ち
に
な

っ
た
み
た
い
」
と
お
札
の
束

を
広
げ
る
子
も･

･
･

。

未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
へ
、
来
年
以
降
も
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ

ク

レ

ン

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂
に
集
め
た
毎
年
恒

例
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
８
第
47
回
ホ
ク

レ
ン
大
収
穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議

会
の
「
私
の
心
を
込
め
た
農
畜
産
物
お
む
す

び
！
」
と
Ｊ
Ａ
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会

の
「
農
業
ク
イ
ズ
」
な
ど
の
生
産
者
参
加
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
大
収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
、

連
日
、
ど
の
売
り
場
も
秋
の
味
覚
を
求
め
る

人
々
で
大
盛
況
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

１０
月
２７
日(

土)

に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
札
幌
に
て
、
第
４５
回
目
と
な
る
「
平
成
３０

年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
全
道
よ
り
４
，
３
４
２
点
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
中
か
ら
金
賞
９
作
品
が
選
出
さ
れ
、
受
賞
さ

れ
た
み
な
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
・

道
庁
ホ
ー
ル
で
の
展
示
等
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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ＪＡグループの連合会・中央会の活動内容を紹介、各団体の詳しい内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信



『新そば』と渓谷味豚を使った『味豚ラーメン』を楽しむ…

第10回上川町麺まつり開催

　

上
川
町
商
工
会
主
催
の
第
10

回
上
川
麺
ま
つ
り
が
町
民
文
化

祭
協
賛
事
業
と
し
て
か
み
ん
ぐ

ホ
ー
ル
（
上
川
町
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
上
川
町
産
『
大
雪

そ
ば
』
を
使
っ
た
「
新
そ
ば
」

限
定
２
５
０
杯
と
、
渓
谷
・
味

豚
で
取
っ
た
ス
ー
プ
と
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
「
味
豚

ラ
ー
メ
ン
」
限
定
４
５
０
杯
の

他
に
、
渓
谷
味
豚
丼
・
味
豚
バ
ー

ガ
ー
な
ど
商
店
街
の
方
々
に
よ

る
、
地
域
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
商
品
が
揃
い
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
美
味
し
く
、
多
く
の

町
民
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

10/25
上川町

正
職
員
→
臨
時
職
員

　

奥　
　
　

智　

尚

内
部
監
査
室
長　
　

（
12
月
１
日
付
）

※
11
月
30
日
定
年
退
職

寄
付
を
頂
き
ま
し
た

　

服　

部　

光　

幸　

様

　

上
川
町
日
東
に
お
い
て
農
業
を
営

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
、
故　

服
部
善

光
様
・
フ
サ
ノ
様
の
ご
意
志
に
よ
る

ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

役
職
員
一
同
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

貴
重
な
ご
寄
付
は
、
今
後
の
組
合

運
営
に
役
立
て
て
参
り
ま
す
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

緑　

川　

恵　

子

総
務
部　

総
務
課
総
務
係

（
11
月
30
日
付
）
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すろーライフ 2章

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

　平成２８年４月１４日２１時２６分最大震度６強熊本地震発生。そして
平成３０年９月６日３時７分北海道胆振東部地震が発生した。
　震度階数で最も高い震度７の規模は北海道では初めての観測だった。今
なお双方の地域ではその復興の槌音が響く。住民が元の生活に戻るために
はかなりの時間を要す。自然の持つ破壊力は人の持つそれとは余りにも懸
離れている。この国の北から南へは火山帯が幾重にも走っている。今更の
ようにそのことに驚かされる。その自然の威力と脅威に、更に最近は台風・集中豪雨の猛威も襲い掛かる。
飽和状態の水は山肌をざっくりと削り落とし、濁流となって里の宝を破壊する。テレビのニュース画面
はそれを大写しにする。
　各地の復興がまだ道半ばのこの時期に『それでも石を積みつづける』というドキュメンタリー番組を
見た。ひとりの土木工学を学んだ若者の奮闘記である。急な斜面に建つ家々や段々畑の田畑、それ等を
護るように「石積み」集落がある。現在その「石積み」の知恵と腕をもった職人は全国でも数えるほど
である。若者は一生をかけて技術を極めようと、会社を辞め徳島県へ単身移住した。
　画面では東京に住む妊娠中の彼女を訪ねるシーンも紹介された。彼女は《自分の夢を追って努力する
彼を応援したい》と輝いた瞳で語っていた。番組でも短く紹介され、私も初めて見た光景がある。若者
も目にして感動したことであろう、愛媛県南部に位置する愛南町外泊は、「石垣の里」として親しまれて
いる。
　国内でもここまで頑丈で荘厳な石垣に護られた集落はない。江戸時代の後期、人口が増加した隣の中
泊地区で「分家移住」が提案された。家督を継がない次男三男を対象に募集し、谷を埋めて水路とし屋
敷の造成が行われ全戸が入居を完了した。集落はいつしか外洋からの強い風や台風そして塩害などから
家屋を護るため、築き上げられた「石垣」群の集落となったという。明治１２年頃だった。その途方も
ない数の石を人の手でひとつずつ積上げたのだ。その労力とそれに要したであろう気の遠くなるような
時間に、この集落は護られたのである。その思いはどこから生まれたのだろうか。
　家族を、家を守るため、その一心だったのか。「ただ、石を積み重ねる」その作業を淡々と繰返しただ
けなのか。平成の今、ひとりの若者が歩き出した。老齢の師匠から受け継いだ技術を子供達にも集落に
も伝授しなければとその輪は広がっている。熊本城の城壁修復とは違った角度から、「石積み」を見詰め
直した若者がいた。余分な水は石垣の隙間から吐き出され、間隙を四季の風は吹き抜けて行く。コンク
リート壁にはない自然と共存するこの知恵は、暖かな美しい日本の集落の原風景を作り上げた。四国の
蜜柑農家から若者へ「石積み」の依頼があった。先祖も経験したことがない集中豪雨のため、決壊した
石垣の修復の依頼だった。先人が産み出した技術を習得伝授すべく、長い道程が始まった。家族として
生計を立てることの心配などが決断を遅らしたが、「石を積む」ことへの迷いが消えた。

「目撃！にっぽん　１０月２８日」より

「石垣の里～それでも石を積みつづける」

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
バ ン シ ュ ウ

先月号の
答え
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『優良賞』おめでとうございます

北海道枝肉共励会「交雑種の部」に出品
10/6

上川地区

『最優秀賞』おめでとうございます

第15回北海道きのこ品評会に出品
11/6

愛別地区

　

ホ
ク
レ
ン
主
催
の
平
成

30
年
度
北
海
道
枝
肉
共
励

会
（
交
雑
牛
の
部
・
乳
雄
牛

の
部
）
が
、
㈱
北
海
道
畜
産

公
社
道
東
事
業
所
（
帯
広

市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
交
雑
牛

の
部
に
２
頭
を
出
品
、
道

内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た

牛
（
交
雑
牛
の
部
65
頭
・
乳
雄
牛
の
部
63
頭
）
の
肉
質
の
良
さ
を
競

い
ま
し
た
。

　

審
査
（
格
付
け
）
は
「
歩
留
等
級
」
と
「
肉
質
等
級
」
の
総
合
評

価
で
行
わ
れ
ま
す
。「
歩
留
等
級
」
は
牛
１
頭
か
ら
取
れ
る
肉
の
割

合
を
表
し
「
Ａ
～
Ｃ
」
で
評
価
さ
れ
、
Ａ
が
最
も
良
い
等
級
と
な
り

ま
す
。
ま
た
「
肉
質
等
級
」
は
脂
肪
交
雑
（
赤
身
の
肉
に
ど
れ
だ
け

サ
シ
（
霜
降
り
）
が
入
っ
て
い
る
か
）・
肉
の
色
・
キ
メ
や
締
ま
り
・

脂
肪
の
色
と
光
沢
な
ど
総
合
値
を
表
し
「
１
～
５
」
で
評
価
さ
れ
、

５
が
最
も
良
い
等
級
と
な
り
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
（
上
川
地
区
）
の
出
品
牛
が

（
Ｂ
４
ラ
ン
ク
、枝
肉
重
量
５
７
１
㎏
）
の
評
価
で
、交
雑
牛
の
部
「
優

良
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞

は
何
れ
も
素

晴
ら
し
い
枝

肉
で
、
年
々
全

体
レ
ベ
ル
が

向
上
す
る
中

で
の
入
賞
は
、

今
後
に
弾
み

が
つ
く
結
果

と
な
り
ま
し

た
。

　

北
海
道
き
の
こ
生
産
・
消
費
振
興
会
が
主
催
す
る
第
15
回
北
海
道

き
の
こ
品
評
会
が
、
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
、
全
道
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
き
の
こ
の
栽
培

技
術
の
向
上
と
、
良
質
で
安
全
・
安
心
な
道
産
き
の
こ
の
消
費
拡
大

を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

品
評
会
は
、
4
部
門
に
分
か
れ
「
粒
ぞ
ろ
い
・
水
分
・
鮮
度
・
色
調
・

形
状
な
ど
」
を
総
合
的
に
審
査
、
今
年
は
全
部
で
92
点
の
き
の
こ
が

出
品
さ
れ
る
中
、
当
Ｊ
Ａ
出
品
の
き
の
こ
が
見
事
に
最
優
秀
賞
全
て

（
三
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
第
7
回
北
海
道
き
の
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
札
幌

市
（
チ
カ
ホ
）
で
開
催
さ
れ
、
き
の
こ
・
山
菜
等
の
産
地
直
売
の
他
、

品
評
会
入
賞
き
の
こ
の
展
示
や
、
き
の
こ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、

地
元
北
海
道
産
き
の
こ
を
仲
間
と
共
に
Ｐ
Ｒ
販
売
し
ま
し
た
。

品
評
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
そ
の
他
の
き
の
こ
の
部
】

　

◎
最
優
秀
賞

　
　

○
林
野
庁
長
官
賞　

㈲
遠
藤
農
産
（
舞
茸
）

　
　

○
北
海
道
知
事
賞　

㈱
矢
部
き
の
こ
園
（
舞
茸
）

　
　

○
日
本
特
用
林
産
振
興
会
長
賞　
（
農
）ヒ
ッ
ト（
え
の
き
た
け
）

【
原
木
生
し
い
た
け
の
部
】

　

○
優
良
賞

　
　

○
北
海
道
き
の
こ
生
産
消
費
振
興
会
長
賞　

㈱
北
海
道
富
士

左上：笠松さん・藤井さん・庄司さん
左下：古関さん・小野寺さん
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第
９
回
定
例
理
事
会

第
３
回
臨
時
理
事
会

（平成30年10月25日現在）

総組合員数	 2,394名

　正組合員数	 538名

　　うち団体数	 34団体

　准組合員数	 1,856名

　　うち団体数	 64団体

1
日　

常
勤
理
事
研
修
（
～
2
日　

カ
レ
ッ
ジ
）

6
日　

Ｊ
Ａ
女
性
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
美
瑛
）

	

新
任
監
事
研
修
（
～
9
日　

カ
レ
ッ
ジ
）

	

第
15
回
北
海
道
き
の
こ
品
評
会
（
札
幌
）

7
日　

愛
農
機
連
役
員
会

	

第
7
回
北
海
道
き
の
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

	

（
札
幌
）

8
日　

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
・
北
海
道

	

家
の
光
大
会
（
札
幌
）

9
日　

愛
別
町
そ
菜
振
興
協
議
会
役
員
会

12
日　

Ｊ
Ａ
役
員
視
察
研
修
（
～
14
日　

札
幌
）

13
日　

第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
（
札
幌
）

15
日　

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
大
会
（
旭
川
）

16
日　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
の
集
い
（
札
幌
）

19
日　

上
川
地
区
農
協
監
事
協
議
会
道
外
視
察
研
修

	

（
～
22
日　

関
東
）

	

Ｊ
Ａ
女
性
部
上
川
支
部
道
外
視
察

	

（
～
21
日　

関
東
）

20
日　

新
任
理
事
研
修
（
～
22
日　

カ
レ
ッ
ジ
）

	

北
海
道
も
ち
米
団
地
農
協
連
絡
協
議
会
道
外

	

研
修
（
～
22
日　

関
東
）

21
日　

Ｊ
Ａ
青
年
部
視
察
研
修
（
～
22
日
）

26
日　

愛
別
町
青
色
申
告
会
講
演
会

	

（
～
27
日　

旭
川
）

	

内
部
審
査
協
議
会
審
査

	

（
～
30
日　

購
買
部
）

29
日　

第
10
回
定
例
理
事
会

	

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会

11
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

平
成
30
年
10
月
25
日
開
催

■
報
告
事
項

　

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て　

　
　

７
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

２　

要
領
の
制
定
並
び
に一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

制
定
１
件
・
改
正
１
件
の
内
容
を
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

９
名
の
新
規
加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

組
合
員
の
出
資
減
口
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
出
資
減
口
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

平
成
30
年
度
産
馬
鈴
薯
概
算
金
に
よ
る
仮
渡
金
に
つ

い
て

　
　

生
産
量
に
対
す
る
仮
渡
金
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

５　

固
定
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

　
　

上
川
町
の
山
林
売
却
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
承

認
さ
れ
た
。

６　

規
程
類
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

４
件
の
改
正
内
容
を
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

７　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

２
名
の
理
事
に
対
す
る
融
資
案
件
に
つ
い
て
、
審

議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。

８　

農
事
組
合
活
動
助
成
金
等
の
支
給
基
準
に
つ
い
て

　
　

活
動
助
成
並
び
に
贈
答
の
基
準
単
価
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た
。

９　

行
政
に
対
す
る
要
望・意
見
書
に
つ
い
て

　
　

平
成
31
年
度
の
愛
別
町
・
上
川
町
に
対
す
る
要
望

内
容
を
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

平
成
30
年
10
月
29
日
開
催

■
議　
　

事

１　

長
雨・日
照
不
足
等
に
よ
る
Ｊ
Ａ
対
策
に
つ
い
て

　
　

水
稲
並
び
に
そ
ば
の
出
荷
契
約
金
に
対
す
る
回
収

日
延
長
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
結
果
承
認
さ
れ
た
。

組合員のうごき

2018.1211
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(月)

(火)

新年交例会のため全業務　16：00までとさせていただきます

12/30 (日）

通　　　　常　　　　業　　　　務

休　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　業

休　　　　　　業

休　　　　業

休　　　　　　　　　　業

9：00～
16:00迄

9：00～
16:00迄

月　日
資 材 店 舗
（ 本 支 所 ）

精 米 所

総 務 部
営 農 部
（ 本 支 所 ） 窓　口 ＡＴＭ

【元　　　日】

12/31

1/1

休　　　　　　　　　　業

8：00～
17:00迄

休　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業

8：00～
12:00迄

(土)

金　　融　　部

通　　　　　　常　　　　　　業　　　　　　務(金)12/28

【大　晦　日】

(月)

《　年末年始営業のお知らせ　》

9：00～
12:30迄

8：00～
17:00迄

給　　油　　所

愛別SS 上川SS

1/4

1/5

12/29
8：00～
18:00迄

8：00～
18:00迄

8：00～
18:00迄

8：45～
18:00迄

8：00～
17:00迄

1/6

(水)

(木)

(金)

(土)

9：30～
16:30迄

9：00～
16:00迄

1/10 (木)

8：00～
17:00迄

8：00～
18:00迄

1/7

1/2

1/3

(日)

2018.12 12

今月の
　　朝食に…


